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１．はじめに 

 

（１）背景 

近年、我が国の中山間地域においては、少子高齢

化・後継者不足・地域経済の衰退などの悪循環が形成さ

れ、一層過疎化が進展し、各地で地域コミュニティ崩壊

が進んでいる。徳島県上勝町も、過疎化が進行する典型

的な中山間地域の町であり、昭和 45 年 4,500 人の人口

が現在では 2,100 人にまで大幅に減少し、高齢化率も

47％に達した。近年では、小中学生の一学年人口は 10
～12 名程度にまで減少し、地域コミュニティ崩壊の危

機的状況に直面している。このため、上勝町では持続可

能な地域づくりを目的として、行政施策として町民の所

得増大を目的とした「里山の葉っぱを活用した「彩（い

ろどり）産業」、国の構造改革特区を活用した「上勝町

まるごとエコツー特区」による農家民泊等の推進などの

地域活性化施策を推進している。しかしながら、これら

の取り組みは、現在まで一応の成果は得ているものの、

上勝町の「人口減少」に歯止めはかからず、これまでの

行政施策だけでなく、交流に着目した市民・行政・専門

家の多重連携のもと、自立的・持続的地域づくりを目指

したネットワーク構築に基づく、新たな視点での取り組

みの必要性が要請されてきた。 
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一方、新潟県妻有地域では、新潟県の広域振興施

策「ニューにいがた里創プラン」６つの施策の１つ

である「越後妻有アートネックレス整備事業」とし

て、「越後妻有アートトリエンナーレ大地の芸術

祭」（以下、「妻有アート PJ」と略記）が、2000 年

から 3 年に 1 回の周期で開催されている。この取り

組みは、単に芸術活動だけではなく、我が国の中山

間地域の抱える諸問題に対応し、里山と芸術活動を

繋ぐ新たな視点の「地域再生」に根ざした取り組み

（以下、「里山アート PJ」と略記）の先進事例とし

ても位置付けられる。筆者らは、2003 年に開催され

たこの芸術祭および 2005 年夏に開催された関連イベ

ントについて、現地にて先進事例調査を実施した。

これらを参考に、上勝町では、筆者等が所属する研

究会を中心に、「上勝アートプロジェクト」（以下、

「上勝アートPJ」と略記）が企画立案された。 

 

（２）目的 

本研究では、「里山アート PJ」の先進事例である

「妻有アート PJ」の取り組みにおける効果を整理し、

今後の上勝町の「地域再生」を目指した「上勝アー

トPJ」展開に向けて考察を行うことを目的とする。 

 

２．先進事例調査（妻有アートPJ） 

 

（１）プロジェクトの概要 

 「妻有アートPJ」は、妻有地域の里山全体を美術館と

見なし、芸術作品を里山に点在させることで広域を繋ぎ、

そこに関わる「人・もの・かね・情報・時間」等を繋ぎ

ながら、地域再生に根ざした活動を展開している。以下

に、「里山アートPJ」の先進事例である「妻有アートP

J」の概要を表-１示す。 

 

表-1 妻有アート PJ の概要 

項目 内  容 
名称 越後妻有アートトリエンナーレ 大地の芸術祭 
主催 大地の芸術祭実行委員会 
会期 ・第１回芸術祭：2000年7月20日～9月10日（53日間） 



・第２回芸術祭：2003年7月20日～9月7日（50日間） 
・第３回芸術祭：2006年7月23日～9月10日(50日間) 

会場 越後妻有：十日町市（2005年4月に十日町市・川西町・中里
村・松代町・松之山町の５市町村合併）・津南町 

作品数 ・第１回芸術祭：１４８作品(ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ参加32ヶ国) 
・第２回芸術祭：２５０作品(新作は１５７作品、残り 

の９３作品は第１回芸術祭より継続 
展示、参加アーティスト23ヶ国） 

・第３回芸術祭：２００作品(参加アーティスト200組) 
会期中 
来客数 

・第１回芸術祭：約１６万人／53日 
・第２回芸術祭：約２０万人／50日 

サポー 
ター 

・登録者数：約９５０人（2003年ヒアリングによる） 

事業名 越後妻有アートネックレス整備事業 
事業主体 新潟県・十日町市・津南町 
総面積 
・人口 

越後妻有全域：７６２km2・約７７，０００人 

予算 ・ 10年計画で、ソフト事業5億円、ハード事業11億円 
・ 県の補助が 60％、残りの 40％は各市町村の広域割り計

算（30％は均等割り、残りは人口割り）により負担 
計画 
期間 

・ 第１回芸術祭：1996 年～4 年間（この間に約 2,000 回
の説明会やＷＳを開催） 

・ 第２回芸術祭：2000 年～3 年間（１年半で全体像をつ
かむ） 

・ 第３回芸術祭：2003 年～3 年間(豪雪・地震等自然災害
の苦難を乗り越え準備を行う) 

補助金 ・総務省・国交省・農水省・参加アーティストの国 
・宝くじ事業 等 

合併問 
題との 
関連 

・新潟県では６市町村の合併を進めていたが、長野県境の津
南町が独立宣言をしたため、５市町村が合併。 

・津南町は合併に関係なくアートトリエンナーレに参加。 
 

（２）地域再生に資する取り組みの特徴 

 2000 年から３年周期で開催されている「妻有アー

ト PJ」は、新潟県の広域振興施策「ニューにいがた

里創プラン」の６つの施策の１つである「越後妻有

アートネックレス整備事業」として実施されている

もので、1996 年から 10 年計画の事業として位置づ

けられている。この「妻有アート PJ」は、妻有地域

全域をフィールドとして、芸術作品を点在させるこ

とで、広域を繋ぎ、作品づくりには、芸術作家を含

む専門家と地域住民および都市住民等の協働を中心

に実施している。これは、従来型の芸術作家による

美術館展示や屋外彫刻展等とは違い、地域資源であ

る「里山」を重要視し、作品づくりに作家以外の人

が関わることによって、「里山」と「里山で生活す

る人の知恵」や「里山から学びを必要としている人

の思い」を「芸術作品」で繋ぐ役割を担っている。 

「妻有アート PJ」における地域再生に資する取り

組みの特徴を表-2に示す。 

 

表-2 地域再生に資する取り組みの特徴 

取り組み 特 徴 

作品の点在 妻有地区の里山全体を美術館として捉え、参加者

に、点在した作品を鑑賞させることで、作品と里

山の一体化を体感させている 

→ 地域資源の有効活用・里山の価値発見 

作品として

の拠点施設

や公園等社

会基盤整備 

芸術作品として、拠点施設の整備や公園・駐車場

などの整備を行っている 

→ 公的資金の有効活用・社会基盤整備の芸術

性・文化性の向上 

農地活用 農地に作品展示することで、農の営み（水田等）

そのものが作品として活用される 

→ 生産農地の有効活用・農地の価値発見 

廃校等活用 廃校となった校舎等に作品展示等を行うことで、

地域で使われなくなった公共施設の有効活用を図

っている 

→ 公共施設の再利用・新たな利用価値発見 

空き家活用 空き家に作家の手が加わることで、空き家そのも

のが作品として活用されている 

→ 空き家再生・新たな利用価値発見 

店舗等活用 商店街の空き店舗等に作品展示を行うことで、周

辺商店街への活性化にも繋がっている 

→ 商店街の賑わい創出・経済活動の活性化 

協働による

作品づくり

作家、地域住民、都市住民、行政、各種専門家等

の協働による作品づくりを展開している 

→ 都市農村交流・人の交流による地域活性化 

  自我関与による地域愛着心の醸成 

活動連携 芸術作品以外に、地域の活動と連携した取り組み

を行っている 

→ 地域活動の掘り起こし・伝統技術の継承 

 

（３）空き家活用の取り組み 

 2006 年開催の「妻有アート PJ」では、空き家に焦

点をあてた取り組みが行われている。空き家の活用

および修復等に芸術作家が関わり、空き家そのもの

が作品として活用される取り組みである。また空き

家オーナー制により、都市住民等が空き家の修復等

を作家に依頼するなど、「連携・協働」に根ざした

新たな取り組みが展開されている。「妻有アート

PJ」における空き家活用の取り組みを表-3に示す。 

 

表-3 空き家活用の取り組み 

取り組み 概 要 

作品の常設

展示 

空き家に、作家の作品を常設展示し、入場料を徴

収 → 入場料は管理費に充当する 

作品の発表

展示 

空き家で、作家が交代で自分の作品を発表する場

として活用 → 作家の交代で展示作品が変わる

作品展示と

物産販売 

空き家に、作家の作品を展示すると共に、作家発

案の物産を販売 → 地域の高齢者等が物産販売

を行っている 

作品展示と

宿泊施設 

空き家と一体化した作家の作品を宿泊施設として

活用 → 宿泊者が直接作品に触れられる・ 

地域の人が宿泊施設の管理運営を行っている 

芸術作家に

よる改修 

空き家の改修に、直接、作家が関わり、修復その

ものを作品として活用 → 大学研究室等が、空

き家を作品として表現している 

空き家オー

ナー制 

空き家のオーナーを募集し、改修費で空き家を作

品として再生 → オーナーと作家の協働により

空き家が芸術作品として生まれ変わる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 作家による空き家改修（柱に彫刻を施す） 



３．上勝アートプロジェクトの概要 

 

（１）プロジェクトの背景 

 「上勝アートPJ」は、上勝町が抱える過疎化の課題解

決に向けた「地域再生」の一手法として展開するもので、

筆者等が所属する「上勝環境デザイン研究会」（以下、

「研究会」と略記）が、平成17年度に企画立案したプロ

ジェクトである。 

 

（２）プロジェクトの構成 

 本プロジェクトは、大きく３つの取り組みから構成さ

れている。３つの取り組みの概要を表-4に示す。 

 

表-4 プロジェクトの構成 

名 称 取り組み概要 

参加交流型アート

活動 

上勝町内全域を活動フィールドとし、芸術作家・

地域住民・都市住民・各種専門家・行政等の「協

働」による作品づくり 

参加交流型かみか

つ体験活動 

地域住民による各種活動（例：竹細工・農作業体

験・お祭り・晩茶づくりなどの体験活動等）のプ

ログラム開発により、都市農村交流や地域活性化

に根ざした活動として展開する 

情報発信ネットワ

ークづくり 

上記の活動等を全国・世界に向けてＰＲ広報する

ための情報発信ネットワークを構築する 

 

（３）プロジェクトの経過と今後の展開 

本プロジェクトは、平成 19 年度に徳島県で開催さ

れる第 22 回国民文化祭において、上勝町の活動とし

て同名称で参加する。本プロジェクトは、国民文化

祭を「きっかけ」として、「継続的な地域活動」と

して定着させるために活動を展開している。 

平成 17 年度では、研究会が文化庁より受託した

「都市再生プロジェクト推進調査」において、「参

加型芸術活動による過疎地の持続的地域づくり展

開」「芸術活動を介した市民・行政・専門家の多重

連携による新たな交流創出」をテーマとして、過疎

化が進展する上勝町において、市民・行政・専門家

の多重連携のもと、自立的・持続的地域づくりを目

指した「多重連携交流芸術活動」の基盤づくりを行

う基礎調査を実施した。 

また、上勝町では、新たな都市農村交流や地域活

性化および地域環境整備のための社会実験プログラ

ムとして、上勝町独自の手法による「上勝ワーキン

グホリデイ」が実施されている。平成 18 年度は、上

勝町におけるこれら独自の手法を複合的に活用し、

平成 19 年度第 22 回国民文化祭に向けての本格的な

準備を展開する。 

「上勝アート PJ」の経過と、今後の展開の模式図

を図-1に示す。 

 

先進事例 
「妻有アートPJ」視察  
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●国民文化祭準備 
【組織体】 
・ 実行委員会 
・ 企画委員会（左

記の実行委員会

にリンク） 
 
 
【事業内容】 
・ 開催要領作成 
・ 推薦公募の検討 
●全国都市再生モデル調査事業 
【組織体】 
・ 実行委員会 
・ サポーター会議 
・ ネットワークワーキング会議 
 
【事業内容】 
・ 参加交流型里山景観資源調査 →

上勝ワーキングホリデイ活用 
・ 事例調査（妻有関連イベント） 
・ 情報発信企画作成（妻有参加用）

・ ﾕﾆﾎｰﾑＴシャツデザイン募集 
・ 関係者アンケート調査 
・ プレ活動交流会開催 
・ プレ作品づくりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催 
・ かわら版（町内全戸配付） 
・ 情報倶楽部通信の配信（メール）

・ 上勝町ＨＰより各種情報発信 
・ 仕組みづくり・再生方策の検討 
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「地域再生
【国民文化祭準備】･･･活動開始 
・ 実行委員会・企画委員会の継続
 

 

 

2007年（予定） 
「上勝アートＰＪ」 
の「きっかけ」 
として位置付け 
【第22回国民文化祭上勝会場】 
「上勝アートプロジェクト～里山の

彩生～」開催 
アートPJ」の経過と今後の展開 

た里山アートプロジェクトの効果 

J」における地域再生に向けて期待

て、「妻有アート PJ」の取り組み

察を行った。まとめを表-5 に示す。 

による「地域再生」の効果を整理

。 

けた期待する効果 

効 果 

山における作品づくりを実際に見たり、

加・体験することで、地域資源の新たな

値を発見する 

域資源の新たな価値の発見が「自分の地

の誇り」に繋がる 

在した作品を鑑賞することで、里山体感

範囲が拡大する 

山体感の範囲が拡大することで、里山の

たな価値を学ぶ 

」に根ざした継続活動への展開 



作品として

の拠点施設

や公園等社

会基盤整備 

・ 公共事業に芸術性が加わることで、文化的

意識の向上に繋がる 

・ 公的資金の有効活用により、地域経済の活

性化に寄与する → 地元業者の介入 

・ 公共施設としての利用や活用が促進される 

→ リピート効果に期待できる 

・ 常設作品としての創作意欲が高まる 

農地活用 ・ 農地に作品展示が行われることで、生産農

地が有効活用される 

・ 農地の有効活用により、農地の新たな価値

を発見する 

・ 新たな価値の発見により、生産農地として

の本来の活用の継続・継承に繋がる 

・ 農地に展示された作品を鑑賞・体感するこ

とで、農地そのものの価値や生産農地に対

する意識が高まる 

廃校等活用 ・ 使われなくなった公共施設の有効活用への

意識が向上する 

・ 昔通っていた思い出の場所の再利用によ

り、昔を懐かしむ癒し空間として再生され

る 

・ 使われなくなった公共施設の有効活用への

意識が向上する 

・ 学校等の活用により、懐古的癒し空間とし

て体感できる 

空き家活用 ・ 空き家の有効活用により、新たな雇用創出

に繋がる → 入場料や宿泊料の徴収によ

り空き家の維持・管理費が捻出でき、それ

らにより、地域の人が管理運営を行う 

・ 空き家の持ち主においても、有効活用され

ることで家の維持管理に役立つ 

・ 宿泊施設としての利用が可能である 

 → 比較的安価で宿泊できることから、リピ 

ート効果に期待できる 

・ 空き家の新たな活用方法についての見解が

広がる → 空き家オーナーとしての参入

に期待できる 

店舗活用 ・ 商店街の空き店舗等に作品展示されること

で、商店街全体の賑わいが創出される 

・ 賑わいが創出されることで、商店街に人が

集まり、活性化する → 経済効果に繋が

る 

・ 空き店舗等の作品巡りをすることで、商店

街の新たな価値を発見する 

・ 賑わいを取り戻した商店街の楽しみを体感

できる 

協働による

作品づくり 

・ 作品づくりに直接関与することで、作品に

対する愛着心が醸成される 

・ 愛着心の醸成により、作品への維持・管理

に対する関心が高まる 

・ 協働・連携することへの理解が深まり、役

所任せの公共ではなく、市民が参画する

「新しい公共」という意識が生まれる 

・ 協働による作品づくりが行われていること

を知ることで、自らの参加意欲の促進に繋

がる 

活動連携 ・ 地域の活動や祭り等の掘り起こしを行うこ

とで、地域資源の価値の再認識に繋がる 

・ 地域住民や作家、協働者が共に活動等を行

うことにより、都市農村交流、地域活性化

に寄与する 

・ 都市農村交流、地域活性化が図れると、活

動や祭り等の伝統の継承にも期待できる 

・ 地域の活動等を体験することにより、里山

の新たな価値の発見に繋がる 

・ 体験により、新たな参加・参画についての

意識が高まる 

 

 

 

【取り組み】        【地域再生の効果】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 取り組みによる地域再生の効果 

 

４．おわりに 

 

 本研究では、「里山アートPJ」の先進事例である「妻

有アートPJ」における取り組みの特徴を整理し、平成17

年度から活動を開始した「上勝アートPJ」の展開に向け

て、「地域再生」に根ざした効果についての基礎的考察

を行った。また、今後、「里山アートPJ」が抱える課題

についても基礎的考察を加え、これから展開される「上

勝アートPJ」が、地域再生の一手法として確立されるよ

う、引き続き研究を継続し、考察を行う予定としている。 

また、他の手法による「地域再生」の事例について

も調査を行い、「里山アートPJ」が与える「地域再生」

に根ざした特徴的効果についての検証を行う予定である。 
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